


ーよこ央r イスラエルによるガザ攻撃が続いていた2024年、
、 イラン出身の映画監督セピデ・ファルシは、緊急に

li現地の人々の声を届ける必要性を感じていた。しか

→ヽ、が し、ガザは封鎖されており行くことは出来ない。そ

／ こで、知り合ったガザ北部に暮らす24歳のパレスチ
ナ人フォトジャーナリスト、ファトマ・ハッスーナ

とのビデオ通話を中心とした映画の制作を決意す

る。以後、イランからフランスに亡命したため祖国

に戻れない監督と、監督の娘と同じ年齢で、ガザか

ら出られないファトマとのビデオ通話が毎日のよう

に続けられた。そして、ファトマは監督にとってガ

ザを知る目となり、監督はファトマが外の世界とつ

ながる架け橋となり、絆を築いていく。
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ファトマは空爆、饒餓や不安にさらされながらも力

強く生きる市民の姿や、街の僅かな耀きを写真に収

め、スマホ越しにガザの様子を

伝え続けた。監督が「彼女は太陽

のような存在」と形容するよう

に、彼女はいつも明るかったが、

度重なる爆撃で家族や友人が殺

されていくにつれ、表情を暗く

していく。そして悲劇はファト

マをも襲う。2人が交流を始め

て約1年後の2025年4月15日、

本作のカンヌ映画祭上映決定の

知らせを、ファトマは喜んだが、

その翌日、イスラエル軍の空爆

でファトマを含む家族7人が殺

されてしまったのだ。 25歳になったばかりのファトマの死は、

本人が「もし死ぬのなら、響き渡る死を望む」と書いたように、

世界中に波紋を広げることになる。

「ファトマは今夜、私たちと共にいるべきでした。

芸術は残り続けます。」 ーカンヌ映画祭2025密査偵長ジュリエット ・ビノシュ l財会式スピーチ
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登湯人物：セビデ・ファルシ、ファ トマ・ハ 9スーナ 監督：セビヂフ 7ルシ ブロデ．ーサー：ジャヴァ r・ ジャヴァエリ 一 制作：Revesd'Eau Productions、24imagesProduction 配給：ユナイテ ッドビープル
113分／フランス・バレスチナ・イ ラン／2025年 <OSepideh Farsi Reves d'Eau Productions 原題：PutYour Soul on Your Hand and Walk 
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4月11日（土） 13:30上映(13:00開場）
スペース・オルタ（新横浜）大人1,000円高校生以下500円
主催：認定NPO法人地球の木（office@n go-ea rthtree.o rg) 置




